























































































･ ･ ･ ･ /･  ･ ･ ･ ･  ･  ･ ･ ･ ･ /･ ･ ･  ･ ･  
◎旅路の宿初冬雨に乗って遠き所の犬の声（キムジョンレ） 



















･ ･  ･ ･ ･ /･ ･ ･  ･ ･  ･ /･ ･  ･ ･ ･  
♧夏に着ていた我が服、その中にいまだとれない虱がいる（リュシファ） 
･ ･ ･  ･ ･  ･  ･ /･ ･ ･  ･ ･  ･  ･  ･ ･ /･ ･  ･ ･  
◎旅中着替えたあの夏衣いまだ虱をとらないでいる（キムジョンレ） 







































･ ･ ･  ･ ･ ･ /･ ･  ･ ･  ･ ･ ･ /･ ･ ･  ･ ･  
    ６       ７       ５ 
♧旅中に病みを得、夢の中でひたすら枯野をかけ廻る（リュシファ） 
･ ･ ･ ･  ･ ･  ･ ･ /･  ･ ･ ･  ･ ･ /･ ･  ･ ･ ･  ･ ･ ･ ･ ･  







































･ ･ ･ ･ ･ /･ ･ ･  ･ ･ ･ ･ /･ ･ ･  ･ ･ ･  
♧時雨れてる／我が名は／‘旅人’（リュシファ） 

















･  ･ ･  ･ ･ /･  ･ ･  ･ ･  ･ ･ /･  ･ ･ ･  ･ ･ ･ ･ ･  
♧私達二人の生涯、／その中に／桜の生涯がある（リュシファ） 




























･ ･ ･ ･ ･ !/･ ･  ･ ･  ･ ･ ･ ･ /･ ･ ･  ･ ･  
 
このような歌枕を翻訳したのは本稿で比べてきた３人の中でたった一人ユオッヒ教授し
かいない。これはどれくらい歌枕の翻訳が難しいのかをよく表している点でもある。ユオ
ッヒ教授の翻訳書の中で歌枕の俳句はその注釈が非常に長く、詠まないと絶対分からない
句ではあるが、より多くの俳句の普及を望むなら恐れずにどんどん翻訳していく必要があ
ると思う。そのような意味で歌枕の翻訳は絶対乗り越えるべき宿題である。 
 
Ⅲ. 終わりに 
これまで俳句の韓国語翻訳の可能性について松尾芭蕉の句を中心に考察してみた。翻訳
家の色んな形の解釈は句の中に内包されている季語、切れ字、定型によって生まれるもの
で、俳句の必修条件でもある。これらは意味の規制にも作用しているとも言える。 
多様な解釈を生み出すもう一つの背景は、俳句の根元にある論理の明快さをさける作家
の創作態度と、それによる表現を俳句らしさの一つとして日本の研究者らが肯定的に受け
入れることが、俳句の特色となっていることだ。また読者も論理的な意味の把握よりは体
験的な詩の世界を楽しむ傾向が強い。しかしそれは作者と受容者が共通の風土に存在する
場合であり、両者の文化が違う場合は、翻訳句の意味に微妙な差ができることは避けられ
ない。因って同じ文化圏の人に比べ、違う文化圏の人は俳句の表現が何倍も曖昧に感じら
れるしかない。このことによる翻訳の困難さが、読者に表現の隙間を埋めようとする欲求
を引き起こすことによって、各自の想像に満ちた解釈を生む喜びを与えるきっかけとして
作用するのではないかと思う。それは俳句が‘雲を掴むような遠い世界’ではなく、表現
の隙間を埋める喜びを与え、作品の解釈に読者の関与を積極に誘導するという点から‘親
しみやすい身近な世界’と変わるだろう。 
実際、キムジョンレ教授と詩人リュシファ氏の翻訳俳句集の売れ行きを比べてみると、
なるべく芭蕉の句そのままを読者に伝えようとしたキムジョンレ教授の翻訳俳句集より、
破格の翻訳が目立つ詩人リュシファ氏の俳句集のほうが遙かに人気を集めている。以前か
ら俳句を知っていた人達が求めるのはキムジョンレ教授の本だが、日本語が分からなくて
も、俳句を知らなくても、簡単に俳句に接して、楽しんで、身近だと感じられるのは詩人
 53
リュシファ氏の方だということだ。それがどれだけ本来の句とずれているか、ずれていな
いかは気にせずに。だが、これは俳句の翻訳の可能性の一つの青信号と見てもいい。 
最近韓国での俳句の普及を懸念する声もあるという。極度に言語が省略され主体の思想
と行動に重点を置かないということから、俳句はいたって日本的な文芸形態の一つである。
あまりにもニッポンらしくて国民の情緒に合わないなどの意見もあるが、それより韓国の
俳句研究者達は、すでに時代に遅れていることを認識し、俳句を理解するのに必要的な切
れ字、季語などについて研究に積極的に取り組むべきだ。それにこのような事実を生かし
て作者の意図から遠ざからないようにしながら、より多くの韓国人の読者に親しまれる翻
訳も、さらなる課題の一つだと思う。韓国でのより多くの人々からの関心を望みながら、
私も研究して行きたい。 
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